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１【四半期報告書の訂正報告書の提出理由】
　平成26年２月14日に提出しました第26期第３四半期（自　平成25年10月１日　至　平成25年12月31日）四半期報告書の記

載事項の一部に追記すべき事項がありましたので、四半期報告書の訂正報告書を提出するものであります。

 

２【訂正事項】
第一部　企業情報

第４　経理の状況

１　四半期連結財務諸表

注記事項

（四半期連結損益計算書関係）

 

３【訂正箇所】
　訂正箇所は＿＿＿を付して表示しております。

 

第一部【企業情報】

第４【経理の状況】

１【四半期連結財務諸表】

【注記事項】

（四半期連結損益計算書関係）

※２　減損損失

当第３四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年12月31日）

（訂正前）

＜省略＞

　当社グループは、キャッシュ・フローを生み出す最小単位に基づき、主に直営店舗を基本単位としてグルー

ピングを行っております。

　当第３四半期連結累計期間において、収益性の低下した直営店舗のうち、帳簿価額を将来にわたり回収する

可能性がないと判断した店舗について、帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失として、

特別損失に計上しました。なお、当該資産の回収可能価額は、正味売却価額により測定しております。

 

（訂正後）

＜省略＞

　当社グループは、キャッシュ・フローを生み出す最小単位に基づき、主に直営店舗を基本単位としてグルー

ピングを行っております。

　当第３四半期連結累計期間において、収益性の低下した直営店舗のうち、帳簿価額を将来にわたり回収する

可能性がないと判断した店舗について、帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失として、

特別損失に計上しました。なお、当該資産の回収可能価額は、正味売却価額により測定しており、正味売却価

額は第三者による鑑定評価額またはそれに準ずる方法により算定しています。
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